
① 要介護認定を受ける ⇨

②
住宅改修について、ケア
マネジャー等に相談する ⇨

③
工事業者を選定し、改修
内容等を検討する ⇨

④ 事前申請を行う ⇨

⑤
「承認」の通知を受けた
ら、住宅改修に着工する ⇨

⑥
工事完了後、費用の支払
いをする ⇨

⑦ 支給申請を行う ⇨

⑧
支給決定後、工事業者の
指定口座に保険給付額が
振り込まれる

⇨

【問い合わせ】

　海南市役所　高齢介護課介護保険係　

　電話（０７３－４８３－８７６１）

【提出書類】
①介護保険居宅介護(介護予防)住宅改修費受領委任払い支給申請書
②工事費内訳書
③領収証（改修費総額、自己負担額等が記載されたもの）
④改修後の状況が確認できる写真(改修箇所ごとに日付の入ったもの）
⑤審査結果通知書

【受領委任払いによる住宅改修費の申請及び支給の流れ】

受領委任払いを利用する場合は、要介護認定を受けていることのほか、次のすべ
てに該当することが必要です。
・医療機関等に入院や、介護保険施設等に入所していないこと
・介護保険料の滞納による、給付制限を受けていないこと
・工事業者に受領委任払いの同意を得ていること

介護保険での住宅改修は、対象となる改修工事が定められており、ケアマネ
ジャー等が作成する、「住宅改修が必要な理由書」によって理由づけされた改修
項目が対象となります。

利用者は、保険対象となる工事費の１割を工事業者に支払い、領収証を受け取っ
てください。
また、保険対象外の費用がある場合は、その分も併せて支払い、それらの額が自
己負担額として記載された領収証を受け取ってください。
なお、工事業者の発行する領収証には、「審査結果通知書」に記載された項目
(自己負担額等)を、別紙「領収証の記入例」のとおり記入してもらってくださ
い。

※滞納による給付制限のため、「不承認」となった場合は受領委任払いを利用
できません。

市で支給申請の書類を審査し、支給または不支給を決定し、その結果を利用者及
び工事業者に通知します。
支給が決定された後、改修費用のうち、保険給付額(９割分）が工事業者の指定
口座に振り込まれます。振り込みは、支給申請のあった月の翌月２０日頃の予定
です。

➟
➟

➟
➟

➟
➟

➟

利用者は受領委任払いの利用について、工事業者の同意を得てください。

【提出書類】
①介護保険居宅介護(介護予防)住宅改修費事前承認申請書兼受領委任払い同意書
②住宅改修理由書（ケアマネジャー等が作成したもの）
③工事費見積書（材料費、工賃、諸経費等が区分されたもの）
④改修前の状況が確認できる写真（改修箇所ごとに日付の入ったもの）
⑤住宅の所有者の承諾書（住宅の所有者が利用者と異なる場合に必要）
⑥平面図（改修箇所を示したもの）


